
十
和
田
湖
伝
説（
南
祖
坊
伝
説
）　

十
和
田
湖
伝
説（
南
祖
坊
伝
説
）　

〜
伝
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
南
祖
坊
」
こ
こ
に
現
る
〜

十
和
田
湖
誕
生

〜
最
後
の
噴
火
は
過
去
二
千
年
で
日
本
最
大
〜

　

十
和
田
湖
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
、
見
逃
せ
な
い
の
が
「
十
和
田
湖
伝
説
（
南
祖
坊
伝
説
）」
で
す
。
物

語
で
活
躍
す
る
南
祖
坊
と
い
う
僧
侶
は
、
当
時
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
十
和
田
湖
周
辺
に
は
、
南
祖
坊
に
ま
つ
わ
る
史
跡
・
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
祖

坊
は
実
在
し
た
修
験
僧
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

む
か
ー
し
む
か
し
、
秋
田

の
草
木
と
い
う
村
に
、
八
之

太
郎
と
い
う
マ
タ
ギ
の
若
者

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。 

　

八
之
太
郎
は
あ
る
日
、
仲

間
と
三
人
で
山
仕
事
に
出
か

け
、
ご
は
ん
支
度
の
当
番
に

な
り
ま
し
た
。
谷
川
で
イ
ワ

ナ
を
三
匹
捕
ま
え
、
今
晩
の

お
か
ず
に
と
焼
き
始
め
ま
し

た
。 

　

イ
ワ
ナ
の
焼
け
る
い
い
匂

い
が
し
始
め
る
と
、
空
腹
の

八
之
太
郎
は
、
自
分
の
分
だ

け
な
ら
と
、1

本
手
に
取
り

頭
か
ら
か
ぶ
り
つ
き
ま
し

た
。
そ
の
イ
ワ
ナ
の
な
ん
と

美
味
し
い
こ
と
！
我
慢
が
で

き
な
く
な
っ
た
八
之
太
郎

は
、
仲
間
の
分
も
食
べ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。 

　

す
る
と
八
之
太
郎
は
急
に

焼
け
る
よ
う
に
の
ど
が
渇

き
、
川
の
水
を
飲
み
始
め
ま

し
た
が
、
い
く
ら
飲
ん
で
も

お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。
つ
い
に

川
を
せ
き
止
め
、
水
に
口
を

つ
け
て
ゴ
ク
ゴ
ク
と
飲
み
始

め
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
渇
き
が
お
さ

ま
っ
た
八
之
太
郎
が
あ
た
り

を
見
回
す
と
、
せ
き
止
め
た

川
の
水
が
大
き
な
湖
と
な

り
、
自
分
の
体
は
大
き
な
大

蛇
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　

嘆
き
悲
し
ん
だ
八
之
太
郎

は
、
雷
が
と
ど
ろ
く
よ
う
な

な
き
声
を
あ
げ
、
湖
の
底
へ

沈
ん
で
い
き
、
こ
の
湖
の
主

と
な
り
ま
し
た
。 

　

そ
れ
か
ら
何
百
年
も
後
の

こ
と
。
名
だ
た
る
霊
山
で
修

行
を
重
ね
る
南
祖
坊
（
な
ん

そ
の
ぼ
う
）
と
い
う
お
坊
さ

ん
が
、
熊
野
神
社
を
訪
れ
た

時
、
夢
の
中
で
お
告
げ
を
受

け
ま
し
た
。「
こ
の
世
で
一

番
美
し
い
山
と
湖
を
あ
な
た

に
授
け
よ
う
。
鉄
の
わ
ら
じ

を
履
い
て
修
行
の
旅
に
で
な

さ
い
。
そ
の
わ
ら
じ
の
緒
が

切
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
な
た
の

永
住
の
地
じ
ゃ
。」

　

夢
の
お
告
げ
か
ら
何
十
年

も
後
、
南
祖
坊
が
十
和
田
山

の
頂
上
に
辿
り
着
い
た
時
、

つ
い
に
わ
ら
じ
の
緒
が
切
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
眼
下
に
は
と
て
も

美
し
い
湖
が
広
が
っ
て
い
た

の
で
す
。
お
告
げ
の
地
は
こ

こ
だ
と
確
信
し
た
南
祖
坊
が

湖
へ
入
ろ
う
と
し
た
時
、
す

さ
ま
じ
い
音
と
共
に
水
柱
が

上
が
り
、
怒
り
狂
っ
た
大
蛇

が
現
れ
ま
し
た
。 

　
「
こ
の
湖
に
八
之
太
郎
と

い
う
主
が
お
る
こ
と
を
知
ら

ぬ
は
ず
が
な
か
ろ
う
。
今
す

ぐ
立
ち
去
れ
!!
」

　

し
か
し
南
祖
坊
は
少
し
も

ひ
る
ま
ず
、「
わ
し
の
名
は
南

祖
坊
。熊
野
の
お
告
げ
に
よ

り
こ
の
湖
の
主
と
な
る
た
め

に
こ
の
地
に
や
っ
て
き

た
！
」
と
言
う
と
九
頭
龍
に

化
身
し
、
両
者
の
激
し
い
主

争
い
の
闘
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

天
地
を
揺
る
が
す
闘
い
は

七
日
七
夜
続
き
ま
し
た
が
勝

負
が
決
ま
ら
ず
、
南
祖
坊
は

と
う
と
う
仏
様
の
力
を
借

り
、
法
華
経
を
頭
上
に
掲
げ

る
と
、
そ
の
一
字
一
字
が
矢

と
な
っ
て
八
之
太
郎
に
突
き

刺
さ
り
、
つ
い
に
南
祖
坊
は

八
之
太
郎
を
倒
し
ま
し
た
。

　

負
け
た
八
之
太
郎
は
、
秋

田
県
の
八
郎
潟
へ
と
逃
げ
て

い
き
ま
し
た
。 

　

闘
い
に
勝
っ
た
南
祖
坊

は
、十
和
田
湖
の
主
と
な
り
、

や
が
て
青
龍
権
現
様
と
呼
ば

れ
、
多
く
の
人
々
か
ら
厚
い

信
仰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

似
た
よ
う
な
伝
説
は
北
東

北
一
帯
に
、
い
ろ
い
ろ
な
形

で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
そ
ボ
ー
ヤ

十
和
田
湖
伝
説
か
ら
生
ま
れ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
十
和
田
湖
で

実
物
大
？
の
着
ぐ
る
み
に
会
え

る
か
も
?!

十和田湖の生いたち
1

　十和田火山の活動が始まり、度
重なる溶岩流と爆発的噴火によっ
て、先カルデラ成層火山群が形成
された。

2　比較的大規模な火砕流噴火が少
なくとも３回発生
　①55,000年前 奥瀬火砕流
　②36,000年前 大不動火砕流
　③15,000年前 八戸火砕流

3　これらの火山活動の結果、直径約
11kmの四角っぽい十和田湖の原型（十
和田カルデラ）が出来上がった。
　その後、湖水が増え、湖岸の侵食も
進み、外輪山の壁を破って流れだした
水が奥入瀬の谷を刻み、奥入瀬渓流と
なる。

4　湖の東南岸に再び火山活動が起き、
小さな成層火山（中央火口丘）が形成さ
れた。
　中央火口丘の噴部が爆発的な噴火
を起こすようになり、その噴火活動に
よって火口は次第に拡大していく。

5

西暦915年
　この時の活動は過去2000年間で起きた噴火で国内最大といわれて
いる。この活動を最後に現在に至っているが、十和田湖は那須火山帯
の活火山です。

　少なくとも８回の噴火が確認されてい
る。このうち約7,500年前の噴火では御
倉山溶岩ドームが形成された。
　度重なる噴部の亀裂によって生じた
凹地に周囲から水が流れ込み中湖がで
きた。

南
祖
坊
の
生
ま
れ
変
わ
り

　

南
部
盛
岡
藩
初
代
藩
主
・
南
部
利
直
公
（
一
五
七
六
〜
一
六

三
二
）
は
自
ら
を
南
祖
坊
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
考
え
、
青
龍

大
権
現
を
崇
拝
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
利
直
公
の
法
名
は

南
祖
坊
に
ち
な
み
「
南
宗
院
殿
月
渓
晴
公
大
居
士
」
と
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
八
戸
南
部
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
「
南
宗

寺
」
も
南
祖
坊
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

の
北
東
北
の
人
々
に
と
っ
て
南
祖
坊
は
ま
さ
に
ヒ
ー
ロ
ー
的
存

在
だ
っ
た
の
で
す
。

約20万年前　

約55,000年前～15,000年前

約15,000年前

約11,000年前～2,700年前

　

十
和
田
湖
の
誕
生
は
、
約
二
十
万
年
前
の
十
和
田
火
山
の

活
動
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
後
何
度
も
噴
火
を
繰
り

返
し
現
在
の
十
和
田
湖
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。
十
和
田
湖
周

辺
を
火
山
口
と
す
る
噴
火
は
凄
ま
じ
く
、
奥
瀬
噴
火
で
は
百

億
ト
ン
、
大
不
動
・
八
戸
噴
火
で
は
五
百
億
ト
ン
と
い
う
想

像
を
絶
す
る
量
の
マ
グ
マ
が
、
ほ
ん
の
数
時
間
の
う
ち
に
噴

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
火
砕
流
は
、
北
東
北
一
帯
に
時

速
百
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
広
が
っ
た
そ
う
で
す
。
青
森
・
八

戸
・
弘
前
・
五
所
川
原
と
い
っ
た
青
森
県
内
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
秋
田
県
能
代
市
、
岩
手
県
盛
岡
市
な
ど
、
現
在
、

自
動
車
を
使
っ
て
三
時
間
か
か
る
場
所
ま
で
も
そ
の
火
砕

流
は
到
達
し
て
い
る
の
で
す
。

　

平
安
時
代
の
西
暦
九
百
十
五
年
に
は
十
和
田
湖
の
最
後
の

噴
火
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
時
の
噴
火
の
大
き
さ
は
、

過
去
二
千
年
間
に
起
き
た
日
本
国
内
で
最
大
の
噴
火
で
、
主

に
北
東
北
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
様
子
が
、
京
都
で
記
さ
れ
た
「
扶
桑
略
記
」
に

「
朝
日
に
輝
き
が
な
く
、
ま
る
で
月
の
よ
う
だ
っ
た
。」
と

あ
り
ま
す
。
十
和
田
湖
か
ら
約
八
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

京
都
に
影
響
を
及
ぼ
す
ぐ
ら
い
の
大
き
な
噴
火
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
の
噴
火
の
様
子
を
大
蛇
八
之
太
郎
と
九
頭
龍
南
祖

坊
の
戦
い
に
見
立
て
て
、
十
和
田
湖
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
九
百
十
五
年
の
最
後
の
噴
火
に
よ
る
被
害
の
復

興
か
ら
、
北
東
北
の
新
た
な
歴
史
が
拓
か
れ
て
い
き
ま
す
。

占　場
　占場は、十和田神社と並んで参詣の目的地となっていました。伝説では南
祖坊がここから湖へ入定し、青龍大権現になったと伝えられています。
　静寂な神域である「中湖」と、その奥の神が居る「御倉半島」に一番近づ
ける場所が占場であったことから、米や銭を撒いて占いやお祈りをする「散
供打ち」が行われていました。
　明治時代に古銭の引き上げを行ったところ、唐銭や宋銭といった平安時代
に作られた古いお金も混じっていたことから、人々は古くからこの地を参詣
していたことが伺えます。

十和田神社
　大同２年（807年）に坂上田村麻呂が武神の祖と仰がれた日本武尊（やま
とたけるのみこと）を祭神として祀り創建したと語り伝えられています。そ
の後915年に起こった大噴火によりすべてがなくなりましたが、鎌倉時代に
なって熊野系の修験者によって再び開山され、江戸時代には恐山とともに南
部藩二大霊場とされました。
　修験者が入山するようになってからは、「湖」そのものをカミとする自然
崇拝・精霊信仰と仏教が結びつき、「青龍大権現」や「南祖坊」に対する信
仰が北東北一帯に浸透していったようです。その当時、「十和田神社」と名前のつく神社や「遥拝所」は北東
北のいたるところにあったといわれ、その「十和田信仰」の中心地がこの場所でした。
　長い間、神仏混淆の場所でしたが、時代が下り、明治時代の神仏分離令により仏教的なものは排除する政策
がとられたため、「青龍大権現」と「南祖坊」 がこの上の神泉苑へと移され、現在に至っています。
　毎年旧暦の五月十四日にはお籠り祭が、五月十五日には大祭が行われ、多くの信者さんがお参りをします。
現在の拝殿は、昭和16年に建てられたもので、前面に厄を払う獅子、その横に夢を叶えるバク、拝殿の両脇に
は翁と嫗、壁には鯉・朱雀・鳳凰等たくさんの素晴らしい彫刻に囲まれています。

アクセスガイド

発行／上北地域県民局地域連携部

監修／十和田湖自然ガイドクラブ

所要時間はおおよその時間です。道路状況などにより、多少の変動があります。

高速道路ICから

十
和
田
湖
歴
史
ガ
イ
ド

５つの参詣道
　現在、参詣道として確認されているのは５つで、青森県側からは、
七戸道、五戸道、三戸道があり、秋田県側からは、白沢道と藤原道
があります。
　藤原道については、江戸時代後期の紀行家である菅江真澄が十和
田湖を訪問した紀行文「十曲湖」に記されており、また、幕末から
明治にかけての探検家である松浦武四郎は、七戸道を歩いた状況を
「鹿角日誌」に記しています。

十和田古道の復活
　５つの参詣道のうち、菅江真澄がたどった藤原道は、
車や徒歩で簡単にたどることができますが、その他の
参詣道は廃れてしまっています。
　しかし、かつての参詣道の状況について調査した結
果、七戸道と五戸道については、江戸時代の道が一部
残っており、道中には、観
音堂、十和田湖を遥拝する
ための遥拝所などの史跡も
残っています。
　現在、残された一部の参
詣道を十和田古道として復
活させ、歩くだけではなく、
車や遊覧船、ボートなどを
組み合わせた現代版の参詣
ツアーを開発し、十和田湖
の新たな魅力として観光客
に楽しんでもらおうという取
組が始まっています。

山
岳
霊
場 

霊
山
十
和
田

山
岳
霊
場 

霊
山
十
和
田

〜
平
安
時
代
か
ら
修
験
場
と
し
て
賑
わ
う
〜

十
和
田
古
道

十
和
田
古
道

〜
今
も
残
る
十
和
田
湖
へ
の
参
詣
道
〜

　

日
本
有
数
の
観
光
地
と
し
て
賑
わ
う

は
る
か
昔
、
十
和
田
湖
は
山
岳
霊
場
と

し
て
多
く
の
人
々
か
ら
厚
い
信
仰
を
受

け
て
い
ま
し
た
。熊
野
や
日
光
と
並
び

称
さ
れ
る「
霊
山
十
和
田
」に
は
壮
大
に

し
て
巨
大
な
信
仰
の
世
界
が
広
が
っ
て

い
た
の
で
す
。

　

平
安
末
期
に
山
伏
の
修
験
場
と
し
て

開
か
れ
た
と
さ
れ
、
最
も
栄
え
た
の
は

一
般
の
人
も
寺
社
参
詣
す
る
よ
う
に
な

っ
た
江
戸
時
代
で
、
休
屋
・
休
平
に
は

参
詣
者
の
た
め
の
宿
泊
小
屋
が
十
数
軒

建
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
、道
路
も
整
備
さ
れ
簡
単
に

訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
十
和
田
湖

で
す
が
、霊
場
と
し
て
多
く
の
人
々

が
参
詣
し
て
い
た
時
代
は
、山
を
越

え
難
行
苦
行
の
末
た
ど
り
着
け
る

奥
地
の
湖
で
し
た
。

〜
霊
山
十
和
田
と
呼
ば
れ
た
時
代
〜

十 和 田 IC
小 坂 IC
黒 石 IC
下 田 百 石 I C

車
車
車
車

50分
40分
１時間
１時間30分

駅から 青 森 駅
　 〃 　
新 青 森 駅
　 〃 　
八 戸 駅
　 〃 　
七戸十和田駅
鹿 角 花 輪 駅

バス
車
バス
車
バス
車
車
車

３時間20分
２時間20分
３時間
２時間20分
２時間15分
１時間40分
１時間30分
１時間

空港から 青 森 空 港
三 沢 空 港
大館能代空港

車
車
車

１時間50分
１時間40分
１時間50分

（連絡先／地域支援室 0176－22－8194）

　五戸・七戸・八戸方
面からの旧参詣道（十
和田古道）の途中に
あります。結界の意味
もあり、十和田湖が女
人禁制とされていた
時代、女性はここから
かすかに見える湖に祈
りを捧げ、引き返して
いたそうです。

27 銚子大滝の上の遥拝所
　元禄六年（1693年）
に刻まれたもので、子
ノ口交差点の道路わ
きにあります。五戸方
面からの旧参詣道（十
和田古道）開通の碑で
す。当時の十和田神社
宮司・織田左馬之丞が
新道改修を願い出て、南部藩主・重信公の
命により五戸代官・木村又助秀晴がこれを
施工した。と書かれています。

28 十和田山新道開通の碑
　子ノ口と宇樽
部の中間にあり
ます。ここに鏡
を奉納すると、
美しい女の子
が生まれると伝
わっています。
また、神の居る
御倉半島を望む遥拝所でもあったため、
古銭や古鏡が数多く発見されています。

29 松倉神社

※場所は裏面の十和田湖歴史散策マップをご覧ください。

東北新幹線

JR・青い森鉄道

高速道路

国道

小坂I.C
十和田I.C

東
北
新
幹
線

Ｊ
Ｒ

青森市

十和田市
下田百石I.C

青森空港

五所川原市

むつ市

野辺地町

弘前市

八戸駅八戸駅

三沢空港七戸町

八戸市
103

394

102

102

十和田湖十和田湖

鹿角花輪駅

黒石I.C

大館能代空港

三沢市

二戸市

鹿角市

大館市

北秋田市能代市

七戸十和田駅七戸十和田駅
新青森駅新青森駅
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凡　例
トイレ

多目的トイレ

バスターミナル

ガソリンスタンド

Toilet

Toilet

BusStation

園地・広場等

駐車場等

　  各所興味地点等

　　　　県境

1 29
P

十和田湖歴史散策マップ十和田湖歴史散策マップ

民宿
十和田湖山荘

300m（徒歩4分）300m（徒歩4分）

自然林参道自然林参道

一の宮園地一の宮園地

休屋北駐車場休屋北駐車場

休屋北駐車場
（多目的広場）

休屋休憩所

電気自動車（EV）用
急速充電設備

休屋北駐車場
（多目的広場）

休屋休憩所

至白籠岩至白籠岩

18

19

200m
（徒歩2.5分）
200m
（徒歩2.5分）

柱状列石柱状列石

恵比寿島
・大黒島

御前ヶ浜
恵比寿島
・大黒島

開運の小道開運の小道

乙女の像乙女の像

ヒメホタル
生息地
ヒメホタル
生息地

享和二年の碑

文化七年の碑

文化・文政の石燈篭

十和田神社
熊野権現
稲荷神社
蓮華経の碑

200m
（徒歩2.5分）
200m
（徒歩2.5分）

250m
（徒歩3分）
250m
（徒歩3分）

車両進入禁止車両進入禁止

車両進入禁止車両進入禁止

和井内貞行の石碑一の宮

17

9
10
11
12

6
87

石鳥居の碑
御手洗場

女木

石鳥居の碑
御手洗場
十和田山の碑十和田山の碑

女木

13

14
15

16

八幡宮

十和田青龍権現社
（元宮）

占場・中湖

南
祖
殿

八幡宮
享和二年の碑

十和田青龍権現社
（元宮）

占場・中湖

文化七年の碑

南
祖
殿

文化・文政の石燈篭

十和田神社
熊野権現
稲荷神社
蓮華経の碑

54 和井内貞行の石碑一の宮

21

22

20

風の神
火の神

山の神
金の神

天の岩戸
日の神

風の神
火の神

山の神
金の神

天の岩戸
日の神

150m
（徒歩4分）
150m
（徒歩4分）

郵便局●郵便局●

電気自動車（EV）用
急速充電設備

●消防署

駐在所●

●消防署

●遊覧船のりば●遊覧船のりば

ＪＲバス十和田湖駅ＪＲバス十和田湖駅

診療所●

十和田湖小学校●

診療所●

南祖院

十和田湖小学校●

駐在所●
杉並
木園
地

杉並
木園
地

御前ヶ浜

桟
橋
前
広
場

休屋南駐車場

桟
橋
前
広
場

休屋南駐車場

十和田湖
レークサイド
ホテル

十和田湖
グランドホテル

十和田湖
レークサイド
ホテル

十和田湖
グランドホテル

青森県十和田市青森県十和田市

秋田県小坂町秋田県小坂町

桂ヶ浜
Katsuragahama Beach

桂ヶ浜
Katsuragahama Beach

民宿 和み
十和田湖
レークビュー
ホテル

とわだこ
遊　　月

とわだこ
賑山亭

民宿 和み

南祖院

民宿
十和田湖山荘

至 奥入瀬渓流・八甲田山・
十和田市・青森市

至 奥入瀬渓流・八甲田山・
十和田市・青森市

For Oirase Gorge・Mt.Hakkoda・
Towada City・Aomori City

For Oirase Gorge・Mt.Hakkoda・
Towada City・Aomori City

十和田湖（中湖）
Lake Towada

十和田湖（中湖）
Lake Towada

十和田湖（西湖）
Lake Towada

十和田湖（西湖）
Lake Towada

●
環境省東北地方環境事務所
十和田自然保護官事務所

●
環境省東北地方環境事務所
十和田自然保護官事務所

至 八幡平・鹿角市・弘前市
For Mt.Hachimantai・Kazuno City・Hirosaki City
至 八幡平・鹿角市・弘前市

For Mt.Hachimantai・Kazuno City・Hirosaki City

湖畔歩道湖畔歩道

十和田湖
レークビュー
ホテル

とわだこ
遊　　月

とわだこ
賑山亭

民宿 岩蕗民宿 岩蕗

十和田湖
バックパッカーズ
十和田湖
バックパッカーズ

民宿 春山荘

旅の宿
カントリーロード

民宿 春山荘

旅の宿
カントリーロード

民宿
ひめます山荘
民宿
ひめます山荘

十和田湖
グランドホテル南館

十和田湖
グランドホテル南館

湖
四
季
の
宿 

弁
慶

湖
四
季
の
宿 

弁
慶

ホテル十和田荘ホテル十和田荘

❸
十和田ビジター
センター

❸
十和田ビジター
センター

❸十和田湖マリンブルー❸十和田湖マリンブルー
❾十和田湖マリーナ❾十和田湖マリーナ

十和田市十和田湖
観光交流センター
ぷらっと
❷
❺十和田湖遊覧船企業組合❺十和田湖遊覧船企業組合

十和田市十和田湖
観光交流センター
ぷらっと
❷

❹十和田湖遊覧船　（十和田観光電鉄）❹十和田湖遊覧船　（十和田観光電鉄）

❶
十和田湖総合案内所

❶
十和田湖総合案内所

❼十和田湖
　モーターボート
❼十和田湖
　モーターボート

十和田湖
レンタルボート❽
十和田湖
レンタルボート❽

1

3

2
旧参道入り口の
大イチョウ
旧参道入り口の
大イチョウ

旧参道の杉並木旧参道の杉並木神田川
（解除川・はらいがわ）

神田川
（解除川・はらいがわ） 車両進入禁止車両進入禁止

車両進入禁止車両進入禁止

神
泉
苑

民
宿 

か
え
で

民
宿 

か
え
で

標高　400m　深さ　327m
面積　61km　周囲　53km
十和田湖一周約47km　車で約１時間30分

奥入瀬渓流

湖から唯一の流出口

石ヶ戸

子ノ口

十和田山
（1,054m）

宇樽部

休屋

甲岳台

発荷峠
（631m）

ヒメマス
ふ化場

白雲亭

白 地 山
（1,034m）

滝ノ沢

岩木山展望所 御鼻部山
（1,011m）

弘前市・黒石市

銀山

和井内神社

大川岱

鉛山峠

樹海ライン樹海ライン

大館市・小坂町・高速小坂インター

鹿角市・八幡平
秋田市
高速十和田インター

五戸町・八戸市

御倉半島

東湖

奥入瀬バイパス

青森市
十和田市
三沢市

中
山
半
島

大畳石

小畳石
北湖

鉛山

十和田湖

生出

和
井
内

紫明亭

西湖

御前ヶ浜

中湖

N

展望台
バス停
キャンプ場
車道
東北自然歩道
遊覧船
歩道

103

454

103

102

102

滝ノ沢峠
（698m）

十和
田

　神
社

民宿 さざ波山荘民宿 さざ波山荘

民
宿 

う
た
る
べ
荘

10
グ
リ
ラ
ン
ド

10
グ
リ
ラ
ン
ド

民
宿 

う
た
る
べ
荘
民
宿 

湖
畔

民
宿 

湖
畔

民宿
さくら荘

十和田ホテル

十和田
プリンスホテル

レークサイド山の家

民宿
さくら荘

十和田ホテル

十和田
プリンスホテル

レークサイド山の家

滝ノ沢
キャンプ場
滝ノ沢
キャンプ場

民宿・食事処 根岸家民宿・食事処 根岸家

生出キャンプ場生出キャンプ場

宇樽部
キャンプ場
宇樽部
キャンプ場

瞰湖台
（583m）

宇
樽
部

バ
イ
パ
ス

銚子大滝の上の遥拝所

十和田山新道開通の碑
松倉神社

銚子大滝の上の遥拝所

十和田山新道開通の碑
松倉神社

27

28
29

25

2423

26

御室御室

御門石御門石

正
福
龍
神
大
神
の
祠

自籠岩

正
福
龍
神
大
神
の
祠

自籠岩

施設案内（市外局番0176）
案内所・観光施設 【休屋・休平】

アウトドア・アクティビティ
【遊覧船・ボート・カヌー】

【十和田湖自然歴史ガイドツアー】
75－2425
75－1531
75－2368

75－2201
75－2588
75－3025
75－2510
75－2073

十和田湖総合案内所
十和田湖観光交流センター ぷらっと 
十和田ビジターセンター

十和田湖遊覧船（十和田観光電鉄）
十和田湖遊覧船企業組合
十和田湖マリンブルー（ボート）
十和田湖モーターボート
十和田湖レンタルボート

75－2156
75－2755
70－5977

090－5181－7658

❶
❷
❸

❹
❺
❻
❼
❽

❾
10
十和田湖マリーナ（ボート）
グリランド（ボート）
NExグリーンハウス（カヌー）

十和田湖自然ガイドクラブ

　かつてはこの場所が十和
田神社へ続く参道の入り口
でした。十和田古道と呼ばれ
る旧参詣道は五つあります
が、そのすべてがここへ集結
していたのです。社務所や
参拝者のための宿泊小屋が
あったとされていますが、そ
の様子は１８０７年（江戸時
代）にここを訪れた紀行家・
菅江真澄のスケッチに画かれています。

1 旧参道入り口の大イチョウ

　南祖坊は熊野山で修行し
全国を行脚したと言い伝えら
れています。その南祖坊にあ
やかって、鉄やブリキで作っ
たわらじを奉納し健脚や旅行
の安全を願うという風習があ
ります。
　「八甲田の雪中行軍」を成功させた弘前第三十一
連隊（映画では高倉健の隊）が十和田湖を通った際、
ここで成功を祈願したという話も…。

10 熊野権現

　農耕神（田の神）です。
11 稲荷神社

　平成10年11月に奉納され
たものです。
　他、「南無」、「妙法」の石
碑があり、前者は長崎県の普
賢岳に、後者は三重県の伊勢
神宮に祀られています。「天
地禍難を防ぐ」意味があるそうです。

12 蓮華経の碑

　弥勒の出世を願って湖に入
定した、江戸時代の人々の伝
説のヒーロー、南祖坊が祀ら
れています。
　ここで願い事をすると、自
分の理想の世界に生まれるこ
とが出来るとされています。

14 南祖殿 　自籠岩に近い湖畔、
怖いほど透き通る入江
に建てられています。夫
婦の龍神が祀られてい
るといわれています。
モーターボートなどで
湖側から行く事ができ
ます。

24 正福龍神大神の祠

　御倉半島の根元付近、中
湖に面した洞穴で、最も重
要な霊場の一つです。中は
龍の目玉を連想する様な驚
異の空間で古い時代の祠が
祀られています。古来より
御倉半島一帯は神域とさ
れ、人々は占場から見える
御倉半島へ向けて願い事
をしたといわれています。
国立公園特別保護地区に
あり許可なく入る事は出来
ません。

25 御　室
（現在は立ち入り禁止）

　湖の底から突きだした二
つの岩は湖のほぼ中央に位
置します。かつてここには石
灯籠が建てられ、古の人々は
御門石を聖地への出入り口
としてまさしく「門」に見立て神聖視していたよう
です。
　森田五成著・「十和田国立公園」より
　千尺の深底にその根を突き拡めてそそり立つ怪岩
である事を思えば、只々奇を感ずるばかりである。

26 御門石

　手洗場のすぐ左、1827年
に刻まれたものです。当時
誰かが神社へ鳥居を奉納し、
その証として刻まれたもの
と思われます。いまでも「文
政十年」の文字がはっきりと
読み取れます。ちなみに徳川幕府11代将軍、家斉の
時代で西郷隆盛が生まれた年でもあります。

17 石鳥居の碑

　十和田湖が霊山と呼ば
れた時代、修験者たちが修
行や祈祷を行っていた修
験窟の跡で、現在は天地諸
神の神を祀っています。
風の神
　罪やけがれを吹き払っ
てくれ、すべてを清新にし
てくれる神様です。
　また、台風による災害を
封じる神様でもあります。
火の神
　鍛冶・焼き物、鎮火・防火の神様。かまどの火を守
るという事から家財を守るとも言われています。
山の神
　春になると雪が解け、水になって山から下りてきて
田を潤す。山の神は狩猟の神であるとともに、水の
神・田の神という面を併せ持っています。
金の神
　もともとは鉱山の神、製鉄の神様で金属の加工・販
売業・鉱業の神様です。しかし近世に入ってからは「お
金」の神様と考える人が多くなりました。宝くじが当
たるという噂もあります。
天の岩戸
　岩屋戸を開いて天照大神を再臨せられたという大
力の神、天手力男命（あまのたぢからおのみこと）を
祀っています。無双の力の神で、格闘技を行うものの
信仰を集めています。勝利祈願・魔除け。
日の神
　天照大神を祀っています。大和朝廷の祖とされる神
様で、開運、福徳、勝運、国土安泰などのご利益があ
ります。

22 開運の小道

　一つの島に見えます
が、実際は二つの島から
なっています。手前のほう
が大黒様を、奥のほうは恵
比寿様を祀っています。
　この島は古くは果報島
と呼ばれ、水際から島に
向かってお賽銭を投げ、届
けば願いが叶うといわれています。今でも周りには
古銭が沈んでいます。

21 恵比寿島・大黒島

　神の御前、神の砂浜と
いう事から名づけられて
います。また、古来より
人々はここから西へ沈む
夕日に阿弥陀如来を重
ね合わせ、西方浄土・極
楽浄土を思い描いたと
いわれています。

20 御前ヶ浜（みまえがはま）
※歩道はありません。
　行くには案内人が必要です。
　十和田湖では神社本殿や
占場と並ぶ霊場のひとつ
で、南祖坊が湖へ入定する
前に修行を行った場所とさ
れています。山道を歩く事約
３０分、奇岩というべき巨大
な岩がそびえ立っています。
　道がわかりづらく、大変
危険な場所です。初心者だけでは行かないようにし
て下さい。

23 自籠岩（じごもりいわ）

　噴き出た溶岩が冷えて固まる時に出来たひび割れ
が縦にはいり、その姿が柱にみえる、という事から柱
に化けた溶岩と言われています。

18 柱状列石（十和田湖誕生の項目を参照）

　十和田湖畔休屋の御
前ケ浜にたたずむ、十和
田湖のシンボル乙女の
像は、昭和28年に国立
公園指定15周年を記念
し、十和田湖開発の功労
者である文人大町桂月、
元青森県知事武田千代
三郎、地元村長小笠原
耕一氏の三人の功績を讃える記念碑として建てられ
たもの。作者は、明治・大正・昭和の日本を代表する
詩人であり彫刻家・芸術家でもある高村光太郎。最
晩年の70歳、四半世紀ぶりに刻んだ最後の彫刻作
品です。互いに手を合わせる形で向き合う高さ
2.1mの二人の裸婦像には、作者である高村光太郎
の病弱だった妻・智恵子を自然の中に立たせたかっ
たという想いが込められており、その顔も智恵子に
似ていると言われています。
　また、乙女の像のそばに、高村光太郎がこの像へ
の想いを詠った「十和田湖畔の裸像に与う」を刻ん
だ石碑があります。こちらも必見です。

19 乙女の像

　もともとは、弓矢・戦勝の
神でしたが、現在は疾病を
やっつける神様、すなわち病
気平癒の神様であり、その強
いイメージから治水の神様と
しても崇められています。

13 八幡宮

　南祖坊が弥勒の出世
を願い入定した地とさ
れる十和田湖随一の霊
場で、かつては多くの占
い師、イタコ等がその霊
力を高めるために訪れ
ていたそうです。
　現在は、占場へ通じるハシゴが通行禁止となってい
るため、占場へは遊覧船やボートなどで湖側からしか
行くことができません。

16 占場・中湖

　南祖坊の生まれ変わりで
あり、十和田湖の伝説の主。
北東北に広く浸透する十和
田信仰の中心神です。
病気の治癒・恋愛成就・出世
など・・「どんな願いも叶う」
とされています。
　「南祖坊と永福寺」より抜書。
　青龍大権現は南祖坊大薩
埵の御化身で海岸地方にては海上安全と大漁守護
の竜神様と尊称し、農家にては五穀豊穣の農神様
として万民信仰篤く、青龍大権現の御威徳は庶人の
祈願に応じ開運利生を授け給う。

15 十和田青龍権現社（元宮）

　川は結界の意味も成します。また、参拝者が手を洗
い、口をすすぐなど身を清める場所でもありました。
　現在は青森県と秋田県の県境にもなっています。

2 神田川（解除川・はらいがわ）

　御神木の一つです。穴の中にお賽銭を入れ、安産・
子宝を祈願します。

7 女　木

　山岳霊場 霊山十和田を参照
9 十和田神社

　江戸時代、神社へ続く参
道として南部藩により植え
られたものです。樹齢２５０
年以上ともいわれる巨大な
杉が立ち並んでいます。

3 旧参道の杉並木

　明治十五年と刻まれてい
ます。当時ここへ奉納するた
めにこの岩を背負い、関西か
らやってきた人物がいたそ
うです。その男は現在の十
和田市・沢田のある民家の
前で行き倒れとなってしまったのですが、その民家の
主人が後を引き継いで運んできたといわれています。
お姫様の霊が出るという噂？もあります。

8 十和田山の碑

　神社にお参りする人が体を
清めるところです。ひしゃくを
使い、左手を清め、口をすす
ぎます。
　修験者は耳や目などの不浄
とされるところを全て清めるそうです。
　５～６月になると、手洗い場の奥からカエルの声が
聞こえ、まるで龍の声が聞こえるかのようです。
　また、夏の夜にはこの一体にヒメホタルが現れ、幻
想的な雰囲気に包まれます。

6 御手洗場

　和井内貞行は　それまで魚の
棲まない湖であった十和田湖
に、私財を費やしヒメマスを定着
させたことで有名です。
　昭和25年には映画「われ幻の
魚を見たり」が製作され、教科書
にもとりあげられました。この石
碑は貞行の功績を記念し建てら
れたものです。
　また、十和田市十和田湖観光交流センター「ぷらっ
と」には和井内貞行の資料を展示しています。

5 和井内貞行の石碑

八幡宮（中央）
　八幡宮は清和源氏が氏
神として信仰し武神として
崇められてきましたが、清
和源氏武田の支族である
南部氏も八幡様を信仰していました。軍神である八幡
様と南部藩名産で、戦に欠かせない馬とが結びつい
たためか、このお宮には白馬が納められています。
　南部藩の伝統民芸品、八幡馬は八戸にある南部の
総鎮守、櫛引八幡宮に由来しています。
八之太郎の祠（左）
　十和田湖伝説の中で南祖坊に敗れた八之太郎が
祀られています。八幡宮と熊野山は正面を向いて建
てられていますが、一つだけ湖を向けて建てられて
います。
熊野山の祠（右）
　三つあることから本宮・
新宮・那智大社を表して
います。よく見ると中には
「熊野」の文字が読み取
れます。

4 一の宮

開運の小道

風の神

開運の小道

風の神

（写真提供：NPO法人
　青森県福祉サポート協会
　　　　　　山本 光一 氏）
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